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ラテライト(二ついて

大町北一郎･岡野武雄･島崎吉彦

1.まえがき

19世紀の初め(1807年)スコットランド人Buchanan

はインドで比較的堅い赤色粘土質土壌をレンガ状に

切って建築材料に用いているのを見てラテライト(la･

terite)と命名した.語源はラテン語のレンガ(1.ter)

からとったものである.したがってラテライトは本来

は化学的鉱物学的にはなんら意味のない名前であって

ぱくぜんと主としてカオリンと酸化鉄からたる土壌の

ことを指していた.ところが熱帯性土壌の研究が進む

につれて酸化アルミニウムと酸化鉄を相当量含有し

建築材料と関係の粗い土壌をもラテライトと称するよ

うになり現在ではラテライトの定義は必ずしも明確で

は匁い.しかしながら後に述べるようなlateriZatiOn

と呼ばれる風化作用の結果できた土壌で主として鉄

｡アルミニウムの酸化物カオリン柱とによって構成

される土壌をラテライトと呼ぶのが最も科学的な名称

であると思われる.

では自国内の鉄鉱石の保全をも兼ねてラテライトの

使用研究が盛んになってきた.たとえば西ドイツで

はコナクリ半島の鉱石をまたオｰストラリアでは

ニュｰ･カレドニアのラテライトを従来の鉄鉱石に10～

30%配合して銑原料として利用している.わカミ国で

も戦後フィリピン各地のラテライトをとりよせ利用の研

究を行たっている.同時にラテライト製錬の際できる

鉱津に石灰を加えアルミナセメント(超急硬セメント)

を作る研究も盛んですでに利用されんとしている.

なおコナクリの鉱石の一部は現在アノレミナの製造に

使われている.

昭和36年には科学技術庁(金属材料研究所)通産省

(地質調査所資源技術試験所)民間(日直製鋼K.K.燐

化学工業K.K.)の協力でインドネシア産ラテライト

の研究連絡会が発足し現在各研究体は受持ちの分野

においてラテライト利用の研究を続けている現状である.

なお同様な過程で生成された土壌でアルミニウム

に富むものをボｰキサイトと称し鉄に富むものをラテ

ライトと称するのが普通であるがShemanは前者を

a1uminOuslaterite後者をfemginOuslateriteと呼ぶ

のが適当であろうといっている.

2.世界のラテライト鉱床の分布と

埋蔵鉱盤

世界のラテライト鉱床は熱帯地域で超塩基性～塩

基性岩類が分布し地形的に平坦なところであれば必

ずといってよいほどに生成されている.

世界的にみて超塩基性～塩基性岩類が著しく分布し

ラテライトが鉄鉱石として注目

されたのは今から約60年ほど前

アメリカでキュｰバのマヤリｰ鉱

床の鉱石を使用したのが最初のよ

うであるがあまり長くは使用さ

れなかった.わか国では明治

40年(1907)にセブク島のラテラ

イトの調査をしたのが最初で昭

和11年(1936)にフィリピンのス

リガオ鉱床の鉱石の利用を研究し､

第2次大戦時は鉄鉱石の不足を

補なうためニュｰ｡カレドニア

の鉱石約30万寛を各製鉄所で一

時的に度用したことがある.

第2次大戦以後世界の主要国難

若狭鉱山全嶽�
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世界のラテイト

鉱床分価図

ているのはロｰデシア(Gwe1o,Se1ukwe,Victoria,Lo-

m･gmdi,H｡｡tly)南アフリカ連邦ソ連邦(Sv･｡dl｡｡｡k,

Kazakh,Bashkiriya)トルコ(Bursa)キュｰバ(Mayar1,

MaoBay)フィリピンインド(Baluehistan,Mysore,

Bihar,Orissa)ユｰゴスラビアブラジルギリシア

エジプトニュｰ･カレドニアアメリカ合衆国(C.li-

fOmia,0･eg㎝,Maryland)日本校とである.したがっ

てラテライト鉱床もこれらの諸国に存在する.

以下世界のラテライト鉱床の分布品位埋蔵鉱量

について述べるがここてはラテライトを広い意味に

とり含鉄鉱層の地表部が風化してできた残留鉱床でも

従来ラテライトと呼ばれていたものにっいても述べてあ

る.なお以下国名に下線の施してある国は世界的

に著名なラテライト鉱床の存在する国である.

I北アメリカ

(1)アメリカ合衆国

ワシントン州めCleElum地方にラテライト鉱床があ

りその品位はFe41%Si028,99%Ni0.84%

Cr二032.4%A120816.41%となっているが鉱量は

不明である.オレゴン州のScappOose地方のラテラ

イト鉱床はFe41～59%Si0215.6～21.8%A1208

⑩由跳～獅出鍋%鉱量は400万tといわれている.

簸繭イン粁鞘騒錨ぷび爾淋

キ狐一バ最大のラテライト鉱床はキ狐一バ鳥凍部ク)

洲脾湾双)南方泌納ぽ位置するマヤリｰ(晦郷1)鉱

床で蛇紋堵賞)上の露天化残溜鉱床で演)る､鉱符は軟

鷲黄褐亀の褐鉄鉱で地表終近いとこるは赤色玖)赤鉄

鉱質匁ラテライト虹匁っている曲分布範囲は蝸～鍬が

鉱床夢源さは約いユで平均品位は恥必%付着水

分は鋤%といわれている苗このラテテイト鉱層群)上部

層(0.3～3m)は硬質鉱からなりこの下部層はい

わゆる粘土層で赤色粘土中に赤褐色団球状または豆

状の褐鉄鉱をバッチ状に含有する層からできている.

そして基盤をなす蛇紋岩との境界部は漸移的に変化す

る傾向がみられる.

このほかMoa湾,Cub1tas,Taco湾,Navasの近く

にいずれも大きなラテライト鉱床が存在している.

キュｰバの代表的鉱床としてはMayari鉱床とMoa

鉱床でその粗鉱平均品位はFe46～47%A120竃10～

1隻%Cr2081.7～1.8%NiO.5～2%P0,015～O.03

%H20(十)13%である.これらの鉱石は団球状に

して焙焼するとFe60%までに品位をあげることがてき

るといわれている.

キュｰバのラテライトの品位と埋蔵鉱量は次のとお

りである.
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注これは国連資料(1955)によるものであるがGustavEinecke

博士は32億t(推定は120億t)と発表している

(3)フエルト1j:1

プユルトリ鴛のラテライト鉱床は本島の西部地区の

晦獅飾概納鰯にありMayag也ez港の東方42㎞に位

置する副ラテライト鉱床の基盤は蛇紋岩化した｢か

んらん拷jで地表部はラテライト化しているけれど

大部分は侵蝕作用をうけている.鉱石は団球状をた

してい恐ことが多くその大きさも径数mに達するも

のが少扱く扱い曲Fe品位は平均40%でもっとも高�
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品位の部分ではFe52.37%を示す.A1203は20%

NiO.8～1%Cr2031.4～1.57%で埋蔵鉱量は約1億

tといわれている.

(4)ドミニカ共和国

COrdi工1aの南方に発達する蛇紋岩のラテライト化した

鉱床でペグェラ･マイモン(PegueraMaiMon)エル

･バブ回ン近傍とサヴァナ･デ･マリ:コア(Savan･de

Maricoa)近傍に分布している.鉱床は300㎞2にわたっ

て分布し厚さ2mその品位はFe48～50%Mn1.60

～2.00%Si023～8%A!2034～10%Ni0,6%

Co0.11%推定埋蔵鉱量は約1億tである.現地か

らもよりの港湾まで約100㎞である.

(10)アルバニア

中部アルバニア地方のオグリｰダｰ(Ochrida)湖の

西岸のボグラゲッツ(Pog.adec)付近のムムリシュタ

(Mumuli.hta)にラテライト鉱床がありFe50～60%

Cr2033%NiO.5～1.0%鉱量は2,000万tといわ

れる.

(11)オｰストリア

クラウバｰト(Kraubath)地方とリヒテンシュタイ

ネル･ベノレグ(LichtensteinerBerg)地方にラテラ

イト鉱床があり前者の鉱石の品位はFe47.93%Si02

7.37%A12031.94%Cr2031.94%Ni0.28%であ

る.

(5)スリナム(旧蘭領ギアナ)

ドンダｰバリ(D㎝derbary)地方は1,000㎞2にわた

ってラテライト化しており厚さ4～15m品位は

Fe43～59%Si022.2～10.08%A120310～18%

Ti020.3～2.0%PO.3～O.5%Ni0.O05%鉱量は

9,000万tといわれている.

(6)英領ギアナ

エルビルニ山脈に厚さ8～9mのラテライト鉱床が存

在している.

(7)ブラジル

ミナス･ジエラエス(MinasGerais)地方に19億tの

ラテライト化した鉱床が知られている.これらは堆積

性鉄鉱床の残留鉱床と考えられるものが多い.

(8)アルセンチン

リオ･ウルゲイ(RioU.uguay)地方にラテライト

鉱床が知られている.

皿彗日圓ツバ

(9)ギリシア

ロクリス(LOkris)とルｰスチｰ(LOutsi)地方には

合せて約100万tのラテライトが埋蔵されている.品位

はFe46.50～52.49%Si025.90～7.80%A12035.31

～14.01%Cr2032.5～3.O%Ni0.48～0.85%である.

またスキロス島(Skyros)のツｰカ(Tsouka)ラリ

ムナ(Larymna)ガルデイツァ(Karditsa)には石灰

岩の空洞中にラテライトが産出し全埋蔵鉱量はエ億t

といわれる.品位はFe46～49%Si0210～13%

Cr2032.5%Ni1.10～2.5%である.

(12)ソ連邦

南ウラノレ地方チャリロヴオ(Ch･1i1･w･)地区に大

量のラテライト鉱床があるようであるが鉱量は明らか

でない.品位は.Fe38～45%Si0210～22%A1203

12～15%Cr2031.07%NiO.7%である.

コｰカサス地方のマノレギシスク(Malkinsk)のラテラ

イトはFe12.60～36.45%Cr2030.30～0.60%Ni

O.32～1.61%のものである.

wアフリカ

(13)ギニア(糧フランス領ギユア)

ギニアのラテライト鉱床はカクウリマ山(M1t.K･k･

｡u1im｡)の西南約33㎞にわたって延びているカロウ

ム(K.1.um)半島全体にわたって発達しているもので

この半島の突端部にコナクリｰ(C㎝･k･y)港がある.

この地帯の基盤をなす岩石は｢ツンかんらん岩｣で

その地表部は平均20mの間ラテライト化しているがラ

テライト化している部分の深さは相当変化に富み6

mから100mぐらいまで変化する.上部層(深さ10～

30m)は比較的堅いラテライトであるが下部層(深

さ5～30m)はやや軟質な鉱石となっている.鉱石

の鉄品位は半島の中央部ほど良質とたる傾向があるが

平均品位Fe50.5～51.5%A12039.8%Si022.5%

Cr1,25%以下Ni0.02%CaOO.05%Mn0.07%

Ti020.50%H2012%となっている.

埋蔵鉱量は国連資料(1955)によると

上部層醒質ラテライト

Fe50%以上Cr1%以下(平均深さ6m)4,500万t

Fe50弛以上Cr2%以上(平均深さ3m)13,500万t

下部層軟質ラテライト

Fe45弛以上(平均深さ10m)40,500万t

合計58,500万t�



なおこのほかに15億tが予想されている.

一方GustavE量necke博士の資料によると総埋蔵鉱

量は3,658,256,000tとなっている1

(14)英領ナイジェリア

パティ山(Mt1Patti)付近にラテライト鉱床があり

Fe50%以上のものの埋蔵量は20億tといわれる.

Si02P分が高いといわれる.

(15)シエラ･レオｰネガｰナトｰゴダオメ

シエラ･レオｰネのデビル･ホｰル(DevileHole)(Fe

59-91形)からガｰナトｰゴのアタクパメ(Atakpame)

地方を経てダオメのAttacoraおよびKandiにい

たる範囲にわたりラテライト鉱床が分布している.

埋蔵鉱量は13億tFe品位50～55%であるがSi02P

粘土分に富むといわれている.

(16)北ロｰデシア

Bangweu1u湖近くに2,500㎞2にわたりラテライト

鉱床が分布している.平均深さ1mFe品位25%

埋蔵鉱量60億tといわれる.

(17)南ロｰデシア

ラテライト資源は30億tと発表されているがこれ

らはすべて層状の変成鉱床の上部の残留鉱床である場合

が多い.

(18)エチオピア

北部のアマサン(Amasan)セラェ｡アタウェ(Se･ae-

Adaue)とマレブ･タカッツエ(Mareb-Taccazze)に

ラテライト鉱床があり深さ24mFe10～20%埋蔵

鉱量2億tと計算されている.

(19)スｰダン

WauとM㎝gallaの中間にラテライト鉱床が存在す

る.鉱床は含鉄結晶片岩層の地表部が風化して生成さ

れたもので鉱量は300万t(Fe37～47%Si0228%)

といわれている.

(20)南アフリカ連邦

ラテライト鉱床はトランスバｰル(T･舳sv｡｡1)地方

に知られている.倉石英鉄鉱層の地表部が数mにわた

りラテライト化したものでFe25～35%の鉱石が相当

量存在するものと考えられている.

Yアジア

(21)インド

Bihar州のRanchi地方MadhyaPradesh州のJabal

Pur地方Be㎎aI州Birbhum地方にラテライト鉱床

が分布し埋蔵鉱量20億t(Fe28～59%)といわれ

ている.

(22)セイロン

結晶片岩中の鉄鉱床の地表部がラテライト化したも

のでDe1aおよび西南セイロン地方に分布し埋蔵量

600万t(Fe50～56%)といわれる.

(23)ビルマ

ラテライト鉱床はベンガル湾に面したKa1agyun島

Meai㎎島Malcolm島WhitePigeon高および

Mergui地方に分布し埋蔵量300万t(Fe40～50%)

である.
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(24)インドネシア

インドネシアのラテライト鉱床はNi,Cr分が比較的

少ないので鉄資源としては重要狂鉱床と考えられる.

インドネシアのラテライト鉱床はカリマンタン(Kali-

mantan:南ボルネオのこと)東南部のスンゲイ｡ダフ

(Su㎎eiDuwa)鉱床セブク(Sehuku)鉱床スラウ

ェシ(Sul･we;i:セレベスのこと)島のラロナ(La･ona)

鉱床が主要なものである､

1)眺珊鉱床はボルネオ島の南ダフのククサ

ン(Kuku｡｡｡)山の南西にある鉱床で鉱床の中心部か

ら海岸まで約岨醐である.この地区では蛇紋岩の基盤

上に10｡～20｡の傾斜で第三紀層が存在している.

ラテライト鉱床はこの第三紀層中の褐鉄鉱を主とし

第2図インドネシアの主要なラテライト鉱床�



た塊鉱粘土鉱の鉱石からなる鉱床で断面でみると

下部から上部に次のような分布を示している.基盤の

蛇紋岩上に厚さ6mの低品位粘土鉱層(Fe40%)厚

さ1～8mの粘土鉱層(Fβ40%)最上部に厚さ11mの

塊鉱(Fe40%以上)がくる.なおこの地域の第三紀

層中に少なくとも3枚の石炭層(厚さ1.5～2m)が挾

在されている.このラテライト質鉄鉱層を含む地域は

70㎞2にわたって認められるので埋蔵鉱量は塊鉱1

億む粘土鉱O.7億t合計1.7億tと国連(1955)で

発表されている.品位はFe46.6～50.9%Si022.0

～6.65%A12038.63～11178%Ni020.47～1.02%

Cr0.64～1.18%MgOO.12～O.59%Mn01.03～

1,46%H2010～15%でとくに塊鉱は高炉用の鉄鉱資

源としてすぐ役立つといわれている.

2)セブク鉱床はボノレネオ島東南海岸のセブク

島の北端にある鉱床でダフ鉱床と全く同じ･で分布範

囲は30㎞2にわたるといわれるが最良質の部分は3㎞2

以内だといわれている.この鉱床も蛇紋岩から由来す

る鉱床で鉱石の品位はF餐45～62%で塊鉱ほど品

位がよく一般にFe20君68.90～88.57%A12037.20

～12.11%CrO.34～1.87%Si020.80～2.32%H20

(十)2.55～1O.76%である.埋蔵鉱量は0.13～3億

tといわれている.

このほか隣接鉱床としてスワンギ島(PuluSuwa㎎i)

が25万tダナワ;■島(PuluD.naw.n)が7,500万t

の埋蔵鉱量があると発表されている.

3)ラロナ鉱床はセレベス島の中央部に位置し

ている.インドネシア最大のラテライト鉱床である.

ラロナ鉱床は4,500㎞2にわたりて広く分布しこの

中で12の小鉱床鮮に分れておりそのうちもっとも大き

い鉱床は12㎞2の広がりがある曲平均の厚さはn曲5

mもあり鉱石はラテライト質粘土鉱で地表かξパ,§

～1,8mは硬質塊鉱下部にゆくにしたがって軟質粘

土鉱になる.この粘土鉱の中にも塊状鉱が含畿れる

ことが多い.埋蔵鉱量10億け称せられるが確定鉱

量はふ7億t(Fe49%)このうち硬質塊鉱のみはC,u億

tである.品位はFe203艀亜8む～棚咀蜘%恥概帆

～49.53%Si021.53～2.0ピ茎%A至婁03S由O遂～7田蕊劣

Cr2.84～4.79%Ni00.39～⑩帥鴫劣CaOO司鰯～C由μ

%MgOα07～α85%TiO"由渦%H曼O蝸昔鯛～

18,24%となっている.

このほかラロナ南方にパマラ(～舳1譲)鉱床がある

この鉱床はFe40%

Ni3%で戦時中日本

がこの鉱石を利用して小

型炉を作りニッケノレ･

マットを生産したが製

鋼はしなかった.パマ

ラ地区のLingkona,

�湧歯�����楮慮�

Bone･Putihで利用でき

る塊鉱の埋蔵量は620万

t(Fe40～50%)であ

る.

(25)フィリピン
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フィリピン最大のラナ､

ライト鉱床はミンダナノ

オ(Mindanao)島のスリ

ガオ(Surigao)鉱床で

第3図フィリピンのラデラ

このほかにノノック(No･イド鉱床

noc)島の鉱床マニカニ(M.nic.ni)島鉱床オモンホ

ン(Homo･ho･)島の鉱床ヒナチユアン(Hin･tuan)

島鉱床バッカス｡グランデ(Buc.sG｡｡｡de)鉱床など

が知られている.これらはいずれもフィリピンの

｢かんらん岩｣の発達した地域に含まれしかもその分布

はルソン島の南端からミンダナオ島の東南部までの範

囲に限られているようである.

1)スリガオ鉱床はミンダナオ島の東北部ス

リガオ付近にありデヒカン(Dahican)湾奥の港の近く

に位置する.ラテライト鉱床は古い時代の岩石類中に

避入した蛇紋岩化したrかんらん岩｣の残留鉱床でデ

ヒカン半島では平均厚さ6m(最大30m)を示し上部

は若干の磁鉄鉱を伴った硬質赤鉄鉱層で下部へゆくに

したカミって赤色～黄色粘土土壌層となる.基盤の淡

緑色蛇紋岩は磁鉄鉱ク浜ム鉄鉱の粒状構造を切って

珪ぶツケル鉱の網状脈の発達したものに変りている.

鉱石はそ夢)構成鉱物夢)容量比からみると偶鉄鉱馳%

赤鉄鉱1磁鉄鉱螂裏ボｰキサイト魯%カオリン婁%

エッケルト重パルいタ郷ム鉱物響%になる曲また鉱

石は色によって赤亀巌色の獲種類にわけられ赤色鉱

は粒状構造箸しく磁鉄鉱1赤鉄鉱から汰り錆色鉱は

赤色鉱に類似するが一般に晦分と仙｡婁分が少抵

い亜スリガオのラテライト鉱石は平均品位好e47.

裕%A至蒙O翼7由蟹3劣剛O,78形α望()3也搬%Si02

王.33%警O,W劣貰ρ(十)夏婁%曲O(一)26%であ

る.�
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2)ノノック島はスリガオの北東15kmにある

面積35km2の小島でその大部分はラテライトにお

おわれている.ラテライト鉱床の厚さは1～20mに変

化し平均の厚さは7m鉱石は粉鉱が多い.付近の

Awasun島Dinagat島にもラテライトが知られてい

る.

3)マニカ二島はサマｰル島(Samar)の南方12

kmにありラテライト鉱床は蛇紋岩上の残留鉱床で

厚さは2～11mである.その品位は肺48,41%

�㈰㌹����〶╃��㈥��㌷�

����住���〰��卩����

である.

4)オモンホン島はサマｰル島の最南端の港ギ

ウアン(Guiu.n)の南方海上16kmにある.ラテライ

ト鉱床は蛇紋岩上の残留鉱床で厚さ2～8m鉱石は

主として粉鉱である.'

5)フィリピンのラテライト鉱床の埋蔵鉱量は次の

とおりである.

スリガオ

ノノック島

マニカ二島

ヒナチユアン島

オモンホン島

その他

合計

10.5億t

1.5〃

0.6〃

O.4〃

O.01〃

0.O1〃

13.02イ意t

(26)台湾

Taoyuan,Chu㎎li,Hukow地方にごく少量のラテラ

イト質粘土鉱床が分布し地表数Cmの厚さを有する赤色

粘土中に小団球の褐鉄鉱がみられる.鉱量不明.

(27)日本

福井県の若挾鉱山のラテライト鉱床はかんらん岩の

地表部がラテライト化したものでその品位はFe35

～45%NiO.23～0.99%Cr0,20～O,37%埋蔵量

156万tといわれている.長野県の割11鉱山の鉱床も

含ニッケル粘土鉱床でその品位はFe30～40%Ni

0.6～0.8%で鉱量は30万tといわれている.

w太洋州

(28)ニュｰ･カレドニア

ラテライトはNewCaledon{a本島のゴロ(Goro)

鉱床およびボアｰゼ(Boise)鉱床さらに本島東方海

上にあるアノレト島の鉱床が知られている.

ゴロ鉱床は首都ヌメア(Noumea)の南東にあるニ

ュｰ･カレドニア最大の鉱床である.ラテライト鉱床

は蛇紋岩化した｢かんらん岩｣上の残留鉱床で赤褐

色粘土中に鉱層状を組している.品位はFe50～53

%Cr2033%A-2033.5%NiO+Ca00.1～1.7%

である.ニッケルは基盤近くでは3～5%に達するも

のがあり現在ニッケル鉱石として日本へ輸出されてい

る.

ラテライト資源としては平均河e40%埋蔵鉱量

1,800万tといわれている.

串

戦時中合ニッケル鉱床とし

て開発された若狭鉱山官尾

鉱床(青ニソケル鉱)ラテラ

イト採掘跡�



ボアｰゼ鉱床はヌメアの南東方10㎞のボアｰゼ湾に

あり品質はゴロ鉱床と同様柾鉱床である.

アノレト島の鉱床は島の中央部高所にある鉱床で地

表から3mは塊鉱(Fe53～55%)さらに下5mは粘土

鉱(Fe48%)となっている.

(29)ニュ□ギニア

中央高原地帯に超塩基性岩類が分布しKokoda,

KOreppa,Bus0地方はラテライト化している.

(30)オｰストラリア

西部オｰストラリア地方のC16ck1ineのラテライト鉱

床(Fe45%P0.21%Si0212.3%S0.03%)は

鉱量100万tといわれている.また北部オｰスト

ラリアにもラテライト鉱床が分布している.これはむ

しろボｰキサイト鉱床として調査されている.また

KalgOor1ie地方のDarli㎎Ra㎎eにラテライト鉱床が

あり品位はFe34～66%Cr5.3%MnO～o.4%

SO.02～O.08%H2012%であるが鉱量は明らかでな

い.そのほかにMurchison地方にもラテライト鉱床

が知られている.

3.ラテライトの化学組成と鉱物

一般にラテライト鉱石は含鉄量は50%以上にもおよび

鉄鉱石として使用できる程度に品位は高いのであるが

クロｰムとニッケノレを相当量含有しているので従来鉄

鉱石として利用されなかったのである.

次に代表的なラテライトの化学組成を示す.

1…!｡･!…

薫㌃㌃一二∵∵∵

｡｡｡.｡｡1

･､､.､1.､1.､､圭.昏茎1｡,遂｡､婁､亙,妄､

｡i｡空1.｡｡.｡｡､｡｡互,竈逮1

舳一･一一11∴11111

MgOO.50-200,12ヨO婁宇至.§

r0､､_:1:1:二11･･i

SO.20C､星5

MnOo.60.08く〕ヨ星20,7{1,夏

H10(十)1…14･･13･･31凄'翻､l1･⑪眺

H20(一)26.81.94

注ミンダナオ(スリガオ)2.セレ^け(ラロナ)

インドネシア(セブク)4.インドネシア(セブ夢)

ニュｰカレドニア(ボネアンセ差ツロ)

ギニア(コナクリｰ)7､キュｰバ(マヤリｰ)

1～5StahlandEisen1954による

6.地質調査所7.日曹製鋼吾《,K.による

�

インドネシアセブク島のラテライ1鉱石(･士)

この分析表から明らかなようにラテライトの主成分

は大体次の範囲内の組成を有する.
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45～55形

1.5～3

0.2～1.3

5～10

～10

鉱石の化学組成は同一の鉱床でも変化するが概し

て地下深いほど含鉄量は低下しニッケル含有量は増加

する.これは後に述べるlateriZ班tiOnが地下深くな

れば不完全になるからである.

ラテライト鉱石は風化生成物であるため粉鉱である

場合が多く塊鉱はむしろ少ない｡色は通常黄褐色～

赤褐亀であるが深部では黒褐包を呈することもある咀

鉱肴は巷わめて細粒拶)鉱物から構成凄れており通常

群)光学顕微鏡で識別するζとは困難である苗漢た個々

の鉱物を分離して調べることも容錫ではなく詳細な

鉱物学的研究はあ削)行なわれていない再

ラテライト中の鉄は空としてG鮎h畑服め嚢苧)形

で存在し少量の旋搬け念仏恥仙畑翌鴻鵬宜伽泌仙

も含窯れることがある由鉄荻)次に多く含有害れている

アルミぶウムはGぬb§童ξ餐A亘(O貰)蔑葛｡eh獅i籔A旦O苗O賞

伽鵬岬鵬汽AlO婁がおもな鉱物である曲こζにアルミ

ニウム鉱物に関して興味あるのは衛三紀以後の比較的

新しい鉱床ではG鮎§至亡餐が主なアルミユウム鉱物であ

1〕中生代の鉱床には腕曲批蟻が多く産出し以船脚沈

は主として古生代の鉱床に産する二とで黙る｡これは

実験結果とも矛層しない由�



鉱床申に含有されるク瞬ム鉱物は今凌でChromite

伽㌫仙が知られているが他の形でク減ムが存在す

ることも考文られる古ク源ム鉱物の種類は製鉄の過

程における脱ク潟ム操作にも関係するもので重要た問題

である.

㌫ツケル鉱物は脇閉1鮒伽(晦洲)ふ童～(鵬)竈が

知られて為り含有される粘土鉱物は鼠納晦伽Alぷ4

011;(O貰)魯がおも枚もので瀞)る曲

以上がラテライトを構成する空襲扱鉱物である由各

の鉱物の詳細匁性質は産地によっても篇準によっても

当然異なり鉄鉱石として利潤の繭はおいてもCr,Ni,

Co鉱物の含有量は非常に重要な意味をもつものである.

これは今後に解決されねばならない問題である.

4.ラテライトの成因

以上のような組成の鉱物集合体ができるのには次の

ような条件が必要である.

なわれるが侵蝕作用はほとんどないこと

a相当長期間地殻変動のたいこと

さて上記の諸条件が満足される場合いかなる過程に

よってラテライトが生成するかを次に簡単に説明する.

通常の珪酸塩質または炭酸塩質岩石が風化作用をうけ

る場合アノレカリ元素を含有する鉱物が最も侵されや

すく次にアルカリ土類元素を含むものとくに炭酸塩

鉱物が侵される.したがって重要な造岩元素中最も

耐蝕性の強い化合物を作るものは鉄とアルミニウムと

珪素である.次に量的には余り重要ではないがマン

ガンチタンならびに燐も安定な鉱物を作る.岩石が

風化されるとこれらの安定た元素を含む含水珪酸塩と

含水酸化物が生成する.この中で含水珪酸塩すなわ

ち粘土鉱物は風化作用における中問生成物であって風

化がさらに進むと酸化アルミニウムと珪酸に分解し珪

酸は溶出してしまうので酸化アルミニウムが残る.

したがって通常の岩石の最終的風化生成物は主として

鉄とアルミニウムの含水酸化物からなる.

11比較的溶解しやすい鉱物を含みかっ含有

量の比較的高い原岩の存在

2.水が自由に出入できる程度に原岩が多孔

質であること

3.雨期と乾期が交互にあり雨期には相当量

の降雨量があること

4･熱帯もしくは少なくとも亜熱帯性の気候で

あること

5.地形の起伏が少杜く地下水面の移動は行

以上簡単に説明した過程をlateriZati㎝といい原岩

が鉄分にとむ塩基性岩もしくは超塩基性岩の場合には鉄

鉱石になるラテライトを生じ酸性岩である場合にはア

ルミニウムに富むボｰキサイトを生ずる.この1ate･

riZatiOnが行なわれるには化学反応が活発に進行する

熱帯性の気候と相当量の降雨量が必要である.さら

に地下水面が変動することも望ましくそれには雨期と

乾期が交互にあるようだ状態が最も適当である.

菰おlateriZati㎝においてバクテリヤの果す役割が

←ラテライトの顕微鏡写真

轟印'部分:上端部に見える黒い

部分は実際は暗赤

色で赤鉄鉱に富んだ

部分

灰色部分:大部分を占める灰色

部は実際は黄褐色

で9oethiteに富んだ

部分

白色部分･･空隙である中央左

右にならぶ空隙の内

側にはりついている

gibbsiteが見られる�
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最近重要視されている.

5.あとがき

以上世界におけるラテライトの分布埋蔵量さらに

化学組成鉱物成因について述べたがここで世界の

ラテライトの埋蔵量を集計すると次のようになる.

北アメリカ400万t

西インド諸島および南アメリカ480,500〃

ヨｰロツノキ12,000〃

アフリカ1,270,300〃

アジア486,431■

太洋州1,900〃

合計2,252,331万t

法キュｰバコナクリについてEinecke博士の資料に基づい

て計算すると合計は約350億tになる

すたわち現在知られているラテライトの総埋蔵量は

約230億tになる.このラテライトの埋蔵量の数字は

Eine改eのまとめた世界の鉄鉱石資源の種類別の埋蔵

量に比べてみると埋蔵量の大きさという点できわめ

て重要な鉄鉱資源ということができる.

鉱石の種類1二よる鉄鉱埋蔵量の分布

磁鉄鉱

赤鉄鉱

褐鉄鉱

卵状鉄鉱

菱鉄鉱

炭質炭酸鉄鉱

球状菱鉄鉱

242億t

㌳�

�
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(G.Eineckeによる)
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若狭鉱山宮尾鉱床の柱状図

(分析:大阪通産局鉱山都分析)

力のある存在ということができる.
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ラテライトが従来使用されなかったのは含有水分が

多いためとNi,Crの含有量が高くもなく低くも狂い

いわば中途半ぱなためであった.もしこれらの含有

量が高ければ特殊鋼として使用されたであろうしま

たきわめて低ければ高炉用鉱石として使用されたはず

である.したがってラテライトの利用として重要柱

問題は脱ニッケノレ脱クロムの冶金術を開発するこ

とである.

製錬技術の問題については門外漢である筆者らには

ふれることはできないが行政にたずさわる人々鉄冶

金技術者にとって本文がいくぶん在りとも参考になる

ことを望むものである.

したがって世界の鉄鉱資源を論ずる場合にラテラ

イトのことを除外して考えることはできない.

わが国は鉄鉱資源にめぐまれない国であり戦前から

不足の鉄鉱石は常に輸入に依存していた.蝸O年に

は約1,500万tの鉄鉱石を国外からの輸入にあおいで

いる.しかも国内の経済成長を持続させるためには

1970年には4,500万tの鉄鉱石を輸入しなければ和ら

榊･ことになる.この大量の鉄鉱石はインド南ア

フリカその他の国に依存しなければならないであろう

がこのことを考えると比較的近距離にある(すわな

ち鉱石の運賃が安い)フィリピンインドネシアのラテ

ライト28億tは日本の鉄鉱業界にとってきわめて魅

�

�
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